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               会長挨拶                 山本康夫 

「ネームコーリング効果」 

人は自分の名前を呼ばれると相手への高感度に変化が起きると言われています。 

名前を呼ばれると、相手は自分を「認識、尊重してくれている」と感じ、好意を持つようになります。会話の冒頭に名前を入

れることで、相手は「自分への話だ」と認識し、話に集中しやすくなるのです。 

会話中に相手の名前を呼ぶことで高感度や信頼を高める心理術です。仕事では高感度が上がり親近感が湧く効果があ

り、信頼関係構築、部下育成、営業活動において有効であると言われています。 

挨拶や依頼時に名前を添えるだけで 1 対 1 の特別感や自己肯定感を満たし円滑な人間関係や業務のスピードアップ

に繋がると言うことです。 

   

本日のロータリーソング 

手に手つないで 

Today’ｓMeeting 

2026年 5月 26日（火） 

外卓 

㈱和歌山放送 紀南支社 田辺支局 

 山下博美様（きよちゃん） 

 

Next Week’ｓMeeting 

2026年 6月 1日（火） 

  田辺はまゆう RC会員 

  職業紹介③ 

   

 

 

 

クラブテーマ 

人は人のために 

生きてこそ人 

2025-26年度 RI会長 

フランチェスコ・アレッツオ 

 

第 2640地区ガバナー 

北野治義 

2025-26Weekly Bulletin Tanabe Hamayu Rotary Club 

出席報告   (第 1544回)          

会員数 出席免除 欠席者 出席率 

27名 2名 8名 68％ 

ゲスト

 田辺工業高等学校 校長 辻 強志様 

幹事報告

メークアップ 

○加藤喜則 5/17 青少年奉仕委員長会議 和歌山市 

 

 

例会変更 

○白浜 RC 6/5（金）→6/8（月）18：30～≪夜間例会≫ 

     6/12（金）→13・14島根県≪家族親睦旅行≫ 

     6/26（金）→6/29（月）18：30～≪夜間例会≫ 

     6/19（金）→休会 

配布 

○週報 1544 ○理事会議事録 ○地区大会記録 

回覧 

○ハイライトよねやま 314 

お知らせ 

○5月 24日（日）９：30～12：00 13：00～16：00 

田辺パビリオンシティにて献血活動を行います。 

 

http://www.aikis.or.jp/~t-hamayu/
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委員長報告

◎2026-2027 奉仕プロジェクト委員長 加藤喜則 

≪RI第 2640地区 2025-26年度 新旧クラブ青少年奉

仕委員長会議の報告≫  

 

5月 17日、和歌山県

JA ビルでの開催の「新旧

合同クラブ青少年奉仕委

員長会議」の内容について

報告します。 

 

当日は、地区内各クラブ

の新旧青少年奉仕委員

長が一同に会し、2部形

式での会議となりました。 

第 1部では、和歌山南ロータリークラブによる児童養護施

設への奨学金事業の実践紹介がされました。 

第 2部では、 

全国自立援助ホーム協議会の川口副会長 

社会福祉法人和歌山社会事業協会 児童養護施設こばと

学園の福島園長 

全国児童家庭支援センター協議会の武田副会長 

NPO法人ミダス＆ストークサポートの樋口副理事長 

以上 4名の子どもの福祉に関わる専門家による、パネルディ

スカッションが行われました。 

小中高生の自殺者数の過去最高の更新を始め、児童虐待

件数も過去最高と、国内における子どもの環境は非常に厳し

い状況にあります。 

印象的だったのは、いまだに子どもは親や家庭で責任を持って

育てなければいけないと思っていませんか？との問いかけでし

た。ユネスコの子どもの権利条約の中に、子どもの育ちは社会

全体の責任にある、つまり、社会的養護の実践がない限り、

子どもは安心して成長できないとのことです。 

パネルディスカッション後、8 グループに分かれて、次年度地

区事業計画に示されている、身近な地域課題である「児童

養護施設利用者」の課題、つまり児童虐待などの事情により

両親と共に住めない子どもたちの本当の課題の洗い出しや地

域に寄り添うために、ロータリークラブとして何ができるのかを議

論しました。 

 

前回も報告させていただきましたが、地区として、児童養護

施設への単なる寄付で終わるのではなく、継続的な支援を目

指すため、児童養護施設ならびに利用者のニーズに添った取

り組みを検討していただきたいとのことでした。 

 

 

 

 

 

プログラム

「田辺工業高等学校の取り組み」 

田辺工業高等学校 校長 辻 強志様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田辺工業高校で取り

組む人材育成基礎・

基本のマスターを中心と

し地域に貢献できる人

材を育成してきました。

基礎・基本を大切にす

ることは安全管理から

技術習得まで通じる大

切なものです。習得した技術を生かし地域（和歌山県

内）で働く人材の輩出に努めます。 

 

本校には、機械科・電

気電子科・情報システ

ム科の３学科があり、

学んだ技術を組み合

わせると、極端な例え

ですが、スマートフォン

や電化製品を作ること

が出来ます。こうした製品に、学んだ基礎・基本がどのように

生かされているのかということを学ぶ機会を作りたいと考えて

います。さらには、専門が異なる人が連携し、一つのものを

作ることで様々なアイデアが湧きより良きものになることを学

んでもらいたいと考えています。それを体験することで協働す

ることについて学ぶことができます。 

 

機械科で筐体を作り、

電気電子科で電子基

盤を作り、情報システ

ム科で機能をプログラ

ミングをすることで、一

つの製品を作ることが

できます。それをなんと 
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か人工衛星の製作に向けられないかと考えました。また、昨

年１０月に大塚商会様から企業版ふるさと納税として、

AI ロボット「temi」が寄贈されました。AI ロボット「temi」の

活用と超小型人工衛星の制作が令和８年度より取り組

む新たな事業となり、高度人材育成に取り組むことになりま

した。どちらも、白紙の状態からのスタートになります。全体

像のデザインから詳細設計を行い、実際に動作可能な状

態になるまでを一貫した学びとし、３学科の生徒が互いに

知恵を出し、試行錯誤を繰り返し、具現化することで、協

働した学びを体験する。 

なぜ、高度人材を育成するのか。社会は、大きく変化して

います。ここ数年における AIの進化はめざましいものがあり

ます。AIがどれだけ進化しても今ある仕事全てが AI に取

って代わることはなく、効率化が大きく進むものと考えます。

その結果として、今ある仕事の多くが影響を受けることにな

ります。しかし、AI には絶対に出来ないことがあります。それ

は、人を育てること、すなわち人材育成です。工業高校に

は、職人気質の先生や技術屋の先生まで、それぞれ個性

ある先生が多くいます。個性ある先生方が持っている技術

を、進化のめざましい現代社会においてどのように子供たち

に伝え、継承していくのか。あるいは、先生方が進化にどの

ように対応していくのか。基礎・基本の伝え方について考え

なければならない状況にあります。そのためには、工業高校

が変わらなければならないと考えています。これまでと同じこ

とを続けているだけでは、社会から取り残されてしまいます。

そうならないために、まずは教員が新しい技術について学ぶ

必要があります。そして、子供たちの主体性を引き出すため

に、生徒と共に学び、伴奏する教員に成長してもらう必要

があります。 

 

社会では AIが急速な

発展を遂げ、今や生

活の一部となってきて

います。これからは、企

業に限らず、様々な職

場において AI と名の 

つくものが導入されることになると思います。そんな時代だから

こそ、AI をツールとして活用できる人材を育てることが必要

であると考えています。 

まずは、AI ロボット「temi」について中心となる学科：情報

システム科（株）大塚商会より２台寄贈され、今年度さら

に３台寄贈される予定県内（桐蔭高校、海南高校、串

本古座高校、本校の４校）テキスト開発：（株）クオリ

ティソフト昨年度は、新年度の授業に向け教職員がテキス

トを読み解いてきました。 

機能として搭載されて

いるものに、自動マッピ

ング機能があり、平坦

な場所であれば、プロ

グラミングによって人を

案内することが可能で

あり、この機能を生か

し、最初は、学校玄

関で来客の案内や図書館の案内などを考えています。ま

た、顔認証機能やWi-Fi に接続することで、他の「temi」と

も連携させることが出来ます。さらに、カメラを搭載しているの

で教室からオンラインで配信するなども出来るようです。将来

的には、施設案内などを行いたい公共施設と協力し、貸し

出しを行うことを予定しています。その前には何はともあれ、

職員・生徒が使いこなすことが重要で、若い職員を中心に

授業を展開する計画を立てています。 

 

皆さんは人工衛

星と聞くとどのよう

な大きさのものを

想像するでしょう

か人工衛星には

様々なサイズのも

のがあります。課

題研究の中で機

械科・電気電子科・情報システム科の３学科が協働で各 
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分野の専門性を生かして制作を目指します。機体筐体を

機械科、電源管理や電子回路を電気電子科、機能やデ

ータ通信のプログラミングを情報システム科、社会にある電

化製品の多くは本校にある３学科で基礎を学ぶことがで

き、この３学科が協力して取り組むというのは学校の中で

はなかなか難しいことだと思います。これまで取り組んだこと

のないことですが、今回の超小型人工衛星を材料に協働・

共創することが出来れば新たな工業高校のスタイルが出来

あがるかもしれないと考えています。また、課題研究という授

業には打って付けの題材であると考えています。本取り組み

は、今年度から５年間を目標に超小型人工衛星を制作

する計画を立てています。また、完成品が出来るまでにカイ

ロスロケットが定期的に打ち上げられることを望んでいます。

せっかく作るのですから、搭載し宇宙空間に放出される夢を

持って取り組めることが、生徒や携わる職員にとっても励み

になるからです。 

今年度は、最低でもモックアップ(実物大模型)サイズは１

U（１０cm×１０cm×１０cm）の制作。その中にカ

メラなど目的に応じた機能を搭載し、バッテリーや通信機器

を納める。 

 

 

打ち上げ後は、串本古座高校にあるパラボラアンテナを活

用し、データの送受信等を行う予定。串本古座高校とはこ

の取り組みを通じて連携し、衛星に搭載する機能を将来的

には開発できればと考えている。 

昨年末には、私

と各科１名の教

諭が、東京のア

ークエッジスペー

スという、小型衛

星を制作する企

業を見学させて

いただき、さら

に、東京大学大

学院・中須賀研究室を訪問し、これまで東京大学が打ち

上げてきた人工衛星や人工衛星制作に関する様々な分

野の内容について話を聞かせていただきました。今年度から

は３年生の課題研究の各科１グループが協働で各科の専

門性を生かし、１つの人工衛星の制作がスタートします。初

年度の今年はモックアップ（実物大模型）を制作する計画

になっています。制作に当たっては、外部の人工衛星制作

に関わっている方に来校あるいはオンラインでの講義、指導

助言も組み込んだ授業を展開する予定になっています。 
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これまでは、どの学科も基礎基本に重きを置いた教育活動

を行ってきましたが、現在進行形で社会のあらゆる分野に

AI が導入されている状況から、これまでの基礎・基本中心

とした内容をさらにブラッシュアップするために、最先端の分

野からの学び（リバースエンジニアリング、人工衛星やロボッ

ト）、AI を活用した授業内容の展開なども進めていきたい

と計画を立てているところです。引き続き、地域で活躍する

人材を育成することが本校の使命であると共に、新たな産

業界で活躍する高度人材育成も社会から取り残されない

学校になるために必要なことであると考えています。以上、

現状報告ではありますが、本校のこれからの人材育成の方

向性についてお話しさせていただきました。ご清聴ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコニコ箱

山本康夫  辻様、本日宜しくお願い申し上げます。楽しみに

しておりました。 

大田忠博  田辺工業高等学校 校長 辻 強志様、本日

卓話よろしくお願いいたします。 

加藤喜則  辻校長、いつもお世話になりありがとうございま

す。本日よろしくお願いします。 

菅根 清  暑いですね。そしてもうすぐ梅雨ですね。いやです

ね。天候とケンカしてもしようがないですね。きげん良くすごしまし

ょう。 

坂本恵子  4月結婚記念日 

杉山竜二  田辺工業高等学校 校長 辻様 よろしくお願

いします。 

坂本晶彦  菊池正紀  原田 覚  髙原 歩   

中家正幸  片山佑弥 （同文） 

裏橋眞琴 早退おわびします。 

山本敦洋  〃 

 


